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AX（AI Transformation）の全体像
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データ基盤



3

①現場データをAIで利用するための手法開発

⚫ 製造業等の現場データのAI-Ready化の手法を

開発。

②「各現場」におけるデータ収集・モデル開発

⚫ 現場実装には、設備稼働や触覚等の多様なデータが

必要。データ収集・モデル開発を支援。

⚫ 音声・画像・動画・センサーデータなど多様なデータを扱う基盤モデル。

⚫ ②・③のロボット基盤モデルのベースにもなる。

③「多様な現場」で活用できるロボット基盤モデルの開発

⚫ AIRoA（AIロボット協会）がロボットを活用して大量

のデータを収集・加工。

⚫ ②で収集したデータも活用し、国産のロボット基盤モデ

ルを開発。

モ
デ
ル
活
用

モ
デ
ル
活
用

デ
ー
タ
循
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手
法
活
用

④マルチモーダル基盤モデルの開発

AXの鍵となるフィジカルAIのエコシステム

（出所）各社提供資料等から経済産業省が作成

（2024.12～）

（2026.7～）

（2024.２～）

Generative AI Accelerator Challenge
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FRONTia（フロンティア）プロジェクト

AIは情報世界を出て、実世界へ。
いま、より複雑で豊かな現実の中で動き出そうとしている。

その新時代を切り拓く挑戦が、日本からはじまる。
ものづくりの文化、精密さへの情熱、品質への誇り。
技術とともに歩んできたこの国には、
暮らしの中に新技術を実装する、確かな現場力がある。

技術と、文化と、人。
その全てを結集し、
世界の知性とつながり、共に創る。

信頼されるAIを、世界へ。
技術の最前線（FRONT）に立ち、人と共にある世界（ia）を拓く。

The rise of real-world intelligence.
FRONTia

• 「実世界を自然と理解する、信頼性の高いＡＩ基盤」を意味する

 「Foundation for Real-world Omni-Native Trustworthy Intelligence ＆ Alignment」の頭文字から

 「FRONTia」（フロンティア）と名付ける。

The rise of real-world intelligence.

Foundation for Real-world Omni-Native Trustworthy Intelligence & Alignment
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FRONTiaプロジェクトの全体構造

Noetra社

様々な分野のフィジカルAIの開発を
下支えする、AI基盤モデルを開発

共同研究

産業技術総合研究所

AI基盤モデルに必要となる
最先端技術を研究

出資企業
（AI開発企業やユーザー企業）

ユーザーニーズ

国内外のトップクラスの
研究機関

ステアリングコミッティ

ユーザーニーズを
踏まえた開発

基盤モデル開発と
先端的研究開発を併走

経済産業省・NEDO

ガバニングボード

開発人材

ステージゲート審査委員会

四半期ごとの進捗確認 国内外の有識者
による進捗確認

先を見据えた
先端的研究開発
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学習データに関する連携企業

※ 掲載はアルファベット順

製造業等の現場データの
AI-Ready化手法

の開発

触覚データ等を用いた
エッジAIの開発

• 現時点で、以下の企業との連携関係を構築。今後更に連携を拡大し、多様なデータを扱っていく。

製造業等のデータセットの
構築

（出所）ロゴは各社ホームページから引用
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• カナダ、フランス、ドイツ、英国、米国の研究機関とも連携体制を構築し、先端的な研究開発を実施。
その成果をモデル開発に統合していく。

• 連携先は、今後さらに拡大させていく。

海外連携

※ 掲載はアルファベット順（出所）ロゴは各機関ホームページから引用

連携先の拡大

・
・
・ ・・・

連携にむけて検討を進めている国々



AIロボットの量産体制
の構築支援

AIロボティクスの中核拠点
（Center of Excellence）

ロボット基盤
モデル

各ロボットモデル

AIロボットの導入支援

ユニークな
物理関連データの整備

データ

センサー

重要部品の
供給力強化

支援
ハンド

重要部品例

重要モジュール
例

高
速
で
循
環

実装

現場データ収集
とAI-Ready化

蒸留

蒸留
• 大規模データ収集
• 実証
• 安全性評価
• 人材育成 など
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AIロボットの社会実装に向けた政策の全体像

モーター 減速機

マルチモーダル基盤モデル

※ 18分野：製造業（多品種少量生産）、造船、物流（倉庫・輸配送）、建設・土木、建築、インフラ保守、小売、宿泊業、飲食・食品製造、
医療、介護、警備業、農業、林業、廃棄物処理業、災害対応、警察活動、防衛

2040年に1,000万台のAIロボットを国内導入  18分野のロードマップに基づき、市場・制度・技術課題を解決
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